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  観光客数を、７７万人から２００万人まで増やします 戦略 １ 

【戦略１を達成するための主な取り組み】 

□拡栗駒山麓ジオパーク推進事業                   ７，８３５万円 

（担当：ジオパーク推進室ジオパーク推進係） 

 栗駒山麓ジオパークは、平成２７年９月

に日本ジオパークに認定されました。 

 今後もジオサイトの説明看板・案内看板

の整備やビューポイント・ビジターセンタ

ー整備を進めていきます。 

 また、ジオサイトでの案内や説明を行う

とともに、受入態勢の充実を図るため、こ

れまで掘り起こしてきた地域資源を発展さ

せた、栗原のアクティビティ（大人も子ど

もも楽しめる体験メニュー）を確立し、ジ

オパークの楽しさを広げていきます。 

栗駒山麓ジオパーク推進協議会の活動に

ついては、ホームページや広報誌、フェイ

スブックなどを活用しながら情報発信を行

い、さらに、栗駒山麓ジオパークを題材と

した研究活動を推進するための助成事業を

新たに進めていきます。 

日本ジオパーク現地審査でのジオガイドによる説明の様子 

財源 国の負担額      １００万円  

   市の負担額    ７，７３５万円 

ジオパーク専門員による小学校の 

総合学習（ジオパーク学習）の様子 

地域資源を生かしたアクティビティ（体験メニュー） 

の様子（リバートレッキング） 
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○新＝新規事業、□拡＝拡充事業 （事業名の頭に標記）

東京オリンピックに出場する選手団の

事前キャンプ地誘致や、全国クラスの大

会・大学等の合宿を積極的に誘致し、交流

人口の増加を図るため、築館多目的競技場

に管理棟等の施設を整備します。

 
 
 

 

 

 

 

 

   企業の誘致を進め、自動車関連産業など４社の誘致、

１千人の雇用を実現させます 

戦略 ２ 

【戦略２を達成するための主な取り組み】 

企業立地投資奨励金 ６億２，２００万円 

企業立地促進奨励金 ７，２９４万円 

（担当：産業戦略課企業戦略係） 

○新 築館多目的競技場整備事業 ２，１６０万円

（担当：社会教育課スポーツ推進係）

戦略 １   観光客数を、７７万人から２００万人まで増やします

【戦略１を達成するための主な取り組み】 

財源 市の負担額 ２，１６０万円

（うち市債[借入金] ２，０５０万円）

高円宮牌２０１５ホッケー日本リーグ〈女子〉を開催

企業立地投資奨励金 
 市内に新設・移設・増設する企業に対し、

投資規模と市内在住の新規常時雇用者数に応
じて投資額の１０％～２０％を助成します。 

企業立地促進奨励金 
 市内に新設・移設・増設する企業に対し、

投資規模に応じて固定資産税相当額の２／３

～全額を３年間助成します。 

太平洋工業㈱栗原工場（栗駒地区） 豊田合成東日本㈱本社・宮城工場（高清水地区） 
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   「子育ては栗原で」をスローガンに、 

若者の人口を１千人増やします 

戦略 ３ 

【戦略３を達成するための主な取り組み】 

□拡子育て応援医療費助成事業                  ２億３，２５０万円 

            （担当：子育て支援課子ども・家庭福祉係） 

□拡地域子育て支援センター運営事業                 ６，８３６万円 

（担当：子育て支援課保育サービス係） 

 

財源 

国の負担額 １，９８８万円 

県の負担額 １，９８８万円 

市の負担額 ２，８６０万円 

 

財源 県の負担額    ２，４０７万円 

   宝くじ助成金   ２，０００万円 

   市の負担額  １億８，８４３万円 

（うち市債[借入金] １億２，３００万円） 

子育て支援センター事業の様子 

 

志波姫子育て支援センターが新設される志波姫幼保一体化施設 

 

 乳幼児、小学生、中学生の適正な医療機会の確保と子育て家庭における経済的負担

の軽減を図るため、入院及び通院に係る医療費のうち、保険診療分の自己負担額を全

額助成します。 

 平成２８年１０月からは助成の対象を１８歳まで引上げ、子育て家庭の更なる経済

的負担の軽減を図ります。 

地域全体で子育てしやすい環境を推進するため、育

児不安を抱える保護者の相談や子育てサークルの育成

支援等を行う子育て支援センター運営事業を志波姫地

区に１か所増設します。これにより、平成２８年度か

ら市内全地区で事業を実施することになります。
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□拡幼稚園預かり保育事業                      １億８２６万円 

（担当：学校教育課学務係） 

 

   幼稚園の３年保育の実現と、 

保育所入所の待機児童をゼロにします 

戦略 ４ 

【戦略４を達成するための主な取り組み】 

財源 国の負担額 １，８２７万円 

   県の負担額      １，８２７万円 

利用者負担額     ２，３４６万円 

市の負担額      ４，８２６万円 

 （うち市債[借入金]   ２，０００万円） 

 幼稚園の教育時間以外に、家庭に

おいて保育を必要とする園児の保育

のニーズに対応するため、全ての幼

稚園において３年保育の実施ととも

に預かり保育を行います。 

併せて、土曜日保育や延長保育を

行います。 

築館幼稚園の預かり保育の様子 

○新幼稚園給食費補助金事業                     １，２５７万円 

（担当：学校教育課学務係） 

 

金成幼稚園の給食の様子 

 

幼稚園に入園している保護者の経済的

負担を軽減するため、幼稚園に同時入園

している２人目以降の園児や低所得者世

帯（生活保護世帯・市民税非課税世帯）

の給食費について補助します。
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□拡幼稚園就園奨励費                   ３，１８０万円 

（担当：学校教育課学務係） 

 

財源 国の負担額 ２７０万円 

市の負担額     ２，９１０万円 

若柳地区幼稚園での活動の様子 

 

 市内の私立幼稚園に通う園児の教育環

境の維持・向上のために私立幼稚園に対

して運営費等の補助金を交付します。  

 また、私立幼稚園に通う園児の保護者

の経済的負担の軽減を図るために授業料

等に対する補助金を交付します。 

 

幼稚園の３年保育の実現と、 

保育所入所の待機児童をゼロにします 

戦略 ４ 

【戦略４を達成するための主な取り組み】 

   「学府くりはら」を目指して、 

小・中学生の学力をレベルアップします 

戦略 ５ 

【戦略５を達成するための主な取り組み】 

□拡学校ＩＣＴ環境推進事業            １億４，０２３万円

教育用コンピュータ整備事業            ３，５０１万円 

（担当：学校教育課学務係） 

 

授業内容を一人一人がより理解できる「分か

る授業」を実現し、「確かな学力」の育成を図る

ために、全ての市内小学校に児童用のタブレッ

ト端末を整備し学習環境を整えます。 

タブレットパソコンを使った授業の様子 
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   「学府くりはら」を目指して、 

小・中学生の学力をレベルアップします 

戦略 ５ 

【戦略５を達成するための主な取り組み】 

   高齢者の施設入所待機者３００人を半分にします 戦略 ６ 

【戦略６を達成するための主な取り組み】 

学府くりはら「学力向上推進事業」                 ２，１８０万円 

            （担当：学校教育課指導係） 

介護予防事業                                                 ３，４１４万円 

介護予防普及啓発事業                                               １４９万円 

（介護保険特別会計）                 （担当：介護福祉課認定調査係） 

「学府くりはら塾」の様子  

 

小・中・高校生を対象とした学習会「学府くりは

ら塾」や、全ての小・中学校の児童生徒を対象とし

た学力テスト及び学校満足度調査を実施し、学力向

上を図ります。 

 

 市立病院の医師を増やし、充実させます 戦略 ７ 

【戦略７を達成するための主な取り組み】 

医学生・看護学生修学資金等貸付事業（病院事業会計）        ３，１２０万円 

     （担当：医療管理課総務係） 

※医学生修学一時金貸付者数 平成18年度～平成26年度：19人 

※看護学生修学資金貸付者数 平成22年度～平成27年度：28人 

医師招へい及び看護師確保を図るため、将来市立病院及び診療所での勤務を希望する医

学生・看護学生に対し修学資金等を貸し付けます。 

 

財源 県の負担額 ４０４万円 

市の負担額      １，７７６万円 

地域での介護予防教室 

財源 国等の負担額 ２，３３４万円 

 市の負担額  １，２２９万円 

高齢者が、身体機能を維持するための方法を

楽しく体験し、自分の健康づくりの一環として

日常生活に取り入れるような介護予防事業を行

います。日常生活のちょっとした工夫で、心身

の老化を防ぎ、自分らしい自立した生活ができ

るよう専門スタッフがみなさんの介護予防をお

手伝いします。 
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